
１．はじめに

　初期の「バドミントン」の歴史については不明な点が多

い。「インド起源説」と「イングランド起源説」の存在が

示すように、その誕生をめぐっては今なお不明確な記述が

混在する状況が続いている。

　これに対し、バドミントン協会（1893 年）によるルー

ル統一以前に存在した 11 のローカル・ルール（1874 ～

1883 年）を検討した蘭は、1874 年にイングランドで紹

介された「インドのバドミントン・ゲーム（The Game of 
Badminton in India）」がすでにネット型のゲームであり、

サーヴ権（「ハンド」と呼ばれた）を有する側のみ得点が

得られる「サイド・アウト（イニング）制」を採用してい

たこと、また点数の方式がいわゆるラケッツスコアと同様

であることを示し、後のアソシエーション式ルールに継承

される特徴の一部がすでに備わっていたことを明らかに

しているが、ここでも書誌的な誤りが散見される。

　本研究の目的は、これまでほとんど使われてこなかっ

た英国内で発行された新聞記事と広告に着目し、とくに

1874 年の動向を中心に検討することで、英国内における

「バドミントン」の普及に関する新たな知見を得ることに

ある。

２.方法

　本研究では、19 世紀英国における動向を知る手掛かり

として、同時代に発行された新聞記事と広告に着目する。

現在、英国では British Newspaper Archive により、新聞記

事の電子化が順次進められており、インターネットを介し

た閲覧サーヴィスが提供されている。今回はこのサーヴィ

スを利用して対象年の新聞記事及び広告の検討を行った。

３.結果

（１）1873 年の広告と記事

　検索の結果、1872 年以前の新聞にはゲーム名としての

「バドミントン」に関する記事と広告は見当たらず、最も

早い記載は 1873 年６月７日付の『チェルトナム・ルッカ

ーオン』紙〔以下、CL〕に掲載されたスポーツ用具店「ジ

ェイムズ・リリーホワイト〔以下、「リリーホワイト」〕」
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による広告であった。そこでは「新ゲーム」の名称が「バ

ドミントン、ないしはローン・ラケッツ（Badminton, or 
Lawn Racquets）」とされた。なお、この年に「バドミント

ン」に関する広告を新聞に掲載した販売業者は「リリーホ

ワイト」を含めて少なくとも４店にのぼるが、「リリーホ

ワイト」以外の３つの販売店（「グラント・ブラザース」、「ジ

ャック・アンド・サン」、「Ａ・Ｔ・リーズ」）による広告

が出されるのはいずれも 12 月以降のことであった〔表１

を参照〕。

　これに対し、1873 年に英国で出された新聞記事の中で、

「バドミントン」への言及が確認できたのは全部で５篇で

あるが、その内の４篇はすべて同じ内容だった。掲載順に

『トーントン・クーリエ・アンド・ウェスタン・アドヴァ

タイザー』紙（7月 23 日付、7頁）、『バース・クロニクル・

アンド・ウィークリー・ガゼット』紙（7月 24 日付、2頁）、

『タムワース・ヘラルド』紙（7月 26 日付、2頁）、そして『ア

ニック・マーキュリー』紙（7月 26 日付、2頁）の 4紙で

あり、いずれも同年 7 月 23 日以降のことである。記事の

内容を大まかに要約すると、以下のようになる。 
①　「バトルドア・アンド・シャトルコック」の「新ゲーム」

が紹介された。

②　このゲームが最初に行われた公爵の大邸宅に敬意を

表し、そのゲーム名は「バドミントン」と呼ばれる。

③　「バドミントン」は男女が一緒にプレイできるゲーム

である。

④　「バドミントン」は屋内でも実施できる。

⑤　「バドミントン」はサイド sideによるゲーム〔チーム戦〕

６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 合計

CL 4 4 5 4 4 4 0 25

CC 0 0 0 0 0 3 5 8

EPG 0 0 0 0 0 0 2 2

LES 0 0 0 0 0 0 2 2

LJ 0 0 0 0 0 0 4 4

合計 4 4 5 4 4 7 13 41

*CL: Cheltenham Looker-On, CC: Cheltenham Chronicle, ERG: Exeter and Plymouth Gazette, 
LES: London Evening Standard, LJ: Leicester Journal

① 7/23  Taunton Courier, and Western Advertiser, Somerset, p.7
② 7/24  Bath Chronicle and Weekly Gazette, Somerset, p.2
③ 7/26  Tamworth Herald, Staffordshire, p.2
④ 7/26  Alnwick Mercury, Northumberland, p.2
⑤ 10/22  Western Daily Press, Bristol, p.2
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図１　「リリーホワイト」による「バドミントン」の広告
出典： Cheltenham Looker-On, 6/7, p.3.

図２　「グラント・ブラザース」による広告
出典：Exeter and Plymouth Gazette, 12/5, 1873, p.4.

表１　1873 年における「バドミントン」の広告件数

表２　1873 年における「バドミントン」に関する記事の掲載紙一覧



である。

　「バドミントン」が新聞紙上に登場する 1873 年６月以降、

12 月までに広告が掲載された新聞は全国で５紙に過ぎず、

その大半は「リリーホワイト」によるチェルトナムの２紙

（CL 及び CC）に集中しており、「バドミントン」の英国

内での知名度はまだ限定的だったと考えられる。だが、そ

のような状況が 1874 年に入ると一変する。

（２）1874 年の広告と記事

　1874 年に「バドミントン」に関わる広告が掲載された

新聞とその件数をまとめたのが表３である。

　表３が示すとおり、1874 年になると「バドミントン」

に関する広告を掲載した新聞の数は 22 紙に増加する。一

年間で最も多くの広告を掲載したのは、『エクセター・ア

ンド・プリマス・ガゼット』紙であり、広告主は「Ａ・ウ

ィバー」と「グラント・ブラザース」である（内訳は前者

が 40 回、後者が 56 回）。なお、「グラント・ブラザース」

は『ウェスタン・タイムズ』紙と『エクセター・フライング・

ポスト』紙にも広告を出しており、併せると計 66 回の広

告を出していた。

　一つの店で同様の数の広告を出していたのが「リリーホ

ワイト」である。同店は９月から 12 月にかけて同じチェ

ルトナムの CL にも別の広告を出しており、両方を合わせ

るとやはり 66 回となる。ただし、「リリーホワイト」の広

告の出し方は「ビンガム」とは異なり、およそ週一回のペ

ースですべての月に広告を出している。CC に掲載された

広告の内容を見てみると、一貫しているのは「バドミント

ン」を「新しい New」、「屋外の Out-door」ゲームとして

いる点である。なお、興味深いのは、前年の広告から「バ

ドミントン、ないしはローン・ラケット （Lawn Racquets） 」
というゲーム名を使用していた彼が、９月以降の CL にお

ける広告では、「バドミントン、ないしはレディース・ラ

ケッツ （Ladies’ Racquets） 」と名称を変更している点であ

る。これは「バドミントン」が女性向けのゲームであるこ

とを示すとともに、彼自身が「ローン・ラケッツ」とい

う名称の普及を断念したことを示唆しており、注目に値す

る。

　なお、表３の中で３番目に広告数が多かったのは「バー

ミンガム・デイリー・ポスト」紙〔以下、BDP〕であるが、

同紙に広告を掲載した販売店は一つではなく、次の３つの

業者であった。「パウエル商会」（4/16 ～ 7/9 まで計 13 回）、

「オリジナル・シヴェット・キャット」（6/1 ～ 7/10 まで計

６回）、「ホーキーズ」（8/6 ～ 9/10 まで計７回）である。

　これに加え、「オリジナル・シヴェット・キャット」の

経営者であるマンフォートが自ら出版したルール ･ ブッ

クの広告が６月 12 日から７月 13 日まで計 14 回掲載され

ている。また「ホーキーズ」の広告は、「バドミントン」

をクリケット、アーチェリー、クロッケーと併記する素

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 合計

LJ 3 3

CC 4 4 5 4 4 5 4 4 5 4 4 5 52

LES 1 3 1 7 1 9 22

GJ 3 4 4 4 2 2 4 23

TG 1 1

NC 4 4 3 11

BDP 1 3 17 12 5 2 40

WI 2 1 2 3 8

NE 5 1 6

EPG 7 40 19 4 21 5 96

AJ 1 2 3

HLO 4 4

IWO 2 4 2 5 3 5 21

BCW 5 4 5 5 3 1 1 24

LSC 3 4 5 2 14

MP 13 6 19

WDP 7 24 25 56

FJ 1 2 3 1 7

WG 1 4 4 4 13

WT 1 4 2 7

EFP 3 3

CL 2 4 4 4 14

合計 8 4 9 35 69 90 66 72 51 24 8 11 447

*LJ: Leicester Journal, CC: Cheltenham Chronicle, LES: London Evening Standard, GJ: Grantham Journal, TG: The 
Graphic, NC: Newcastle Courant, BDP: Birmingham Daily Post, WI: Wiltshire Independent, NE: Northern Echo, EPG: 
Exeter and Plymouth Gazette Daily Telegrams (Exeter and Plymouth Gazette), AJ: Aberdeen Journal, HLO: Hastings and St 
Leonards Observer, IWO: Isle of Wight Observer, BCW: Bath Chronicle and Weekly Gazette, LSC: Leamington Spa Courier, 
MP: Morning Post, WDP: Western Daily Press, FJ: Freeman’s Journal, WG: Western Gazette, WT: Western Times, EFP: 
Exeter Flying Post, CL: Cheltenham Looker-On.
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表３　1874 年における「バドミントン」の広告件数



っ気無い内容だったが、「パウエル商会」は「バドミント

ン」を「新しいバドミントン・ゲーム（The New Game of 
Badminton）」と記しており、さらに「オリジナル・シヴェ

ット・キャット」は「あらゆるところで行われているバド

ミントンは、新しく、今シーズンで最も興味深いゲーム、

少ない芝やグラウンドで行える」との宣伝文を記した。

　このように、1874 年に「バドミントン」に関する広告

を掲載した新聞は少なくとも 22 紙以上に上るが、一つの

新聞に複数の店が広告を掲載する場合もあり、関連商品を

扱う商店はさらに多かったことはいうまでもないだろう。

全体的な傾向としては、「バドミントン」が「新しいゲー

ム（New Game）」であることを明記した広告が多く、時期

が遅くなるほど、単に「バドミントン」とする記述が増え

る傾向にあった。また、広告数そのものは６月から８月に

かけてが最も多かった。これは「バドミントン」が「屋外」

でも行える「夏のゲーム」として大いに宣伝されたことと

関連していよう。５月６日付の『アバディーン・ジャーナ

ル』における「Ｒ・コリー」は「バドミントン」をはっき

りと「クロッケーのライヴァル」と記していた。
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図３　「A・ウィバー」による広告　　
出典：Exeter and Plymouth Gazette Daily Telegrams, 4/25, 1874, p.1.

図４　「グラント・ブラザース」による広告　　　
　　　出典：Exeter and Plymouth Gazette Daily Telegrams, 4/28, 1874, p.1.
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図５　「リリーホワイト」による広告
出典：Cheltenham Chronicle, 3/31, 1874, p.1.

図６　「ブッシュ・アンド・サン」による広告
出典：Wiltshire Independent , 4/16, 1874, p.2.

図７　「R・コリー」による広告
出典： Aberdeen Journal, 5/6, 1874, p.5.



　バドミントン用具を取り扱う業者は 1874 年には 31 店ま

で増加した。ほぼすべての広告に共通するのは、遅くとも

1874 年の９月以降は、「バドミントン」というゲームの名

称が定着したように見えることである。広告全体を通して

指摘できるのは、1874 年の「夏のシーズン」までは多く

の業者がバドミントンを「新ゲーム」として宣伝していた

ことである。したがって、この時点でのバドミントンの位

置づけは、クロッケー、アーチェリー、クリケットや新

しく登場したローン・テニスと同じような「屋外ゲーム

（Out-door games）」の一つだったと考えてよい。

　では次に 1874 年に掲載された新聞記事の内容を見てみ

たい。この年の新聞に掲載された「バドミントン」に関す

る言及が見られた記事は全部で 33 篇に及んだ。

　まずは３月 31 日に『バーミンガム・デイリー・ポスト』

紙〔以下、BDP〕に掲載された「ロンドンからの私信」で

ある。この記事は長文で、バドミントンについて詳述して

おり、1874 年の動向を知る上でたいへん示唆的な内容と

なっている。

　「本紙の読者は、新ゲーム『バドミントン』が今シーズ

ン流行する見込みであることを早めに知るべきである。ク

ロッケーはここしばらくの間、人気がなくなってきてい

る。人びとはクロッケーがますますより厳粛な科学（the 
severer sciences）の一つであるかのように見なされるにつ

れ、それがつまらなくになってきた（slow）との不平を述

べている。クロッケーが人びとを空気が新鮮な屋外に連れ

出すことは事実であるが、彼らがそこにいる際、クロッケ

ーは最小限の運動を与えるにすぎない。今、ボーフォート

公爵の邸宅で公表されたためにそう呼ばれるバドミント

ンは、両腕、首などの筋肉を活動させ、クロッケーの十倍

の爽快さと刺激を生む。実際、バドミントンはバトルドア・

アンド・シャトルコックがルールによって変えられ、技能

のゲーム（game of skill）へと高められたもので、互いの

業者 所在地 掲載紙 時期 回数

〔イングランド〕

Ａ・Ｔ・リーズ レスター LJ 1/2, 1/3 2

Ｒ・カーティス レスター LJ 1/2 1

ジェイムズ・リリーホワイト チェルトナム CC 1/6-12/29 52

同 上 チェルトナム CL 9/19-12/26 14

ジャック & サン ロンドン LES 1/13 1

コーマック・ブラザース ロンドン LES 5/12, 6/30 2

パーキンズ＆ゴットーズ ロンドン LES 6/12-8/27 15

ミード商会 ロンドン LES 8/25 1

Ｅ・ホワイト＆サン オークハム、メルトン GJ 3/14-5/30 11

グランサム・バザール グランサム GJ 6/6-7/11 6

ノアズ・アーク グランサム GJ 8/8-9/26 6

Ｊ・スプラッツ ロンドン TG 3/28 1

Ｊ＆Ｈ・ハリソン ニューカースル NC 4/3-6/26 11

パウエル商会 バーミンガム BDP 4/16-7/9 13

オリジナル・シヴェット・キャット バーミンガム BDP 6/1-7/10 6

ホーキーズ バーミンガム BDP 8/6-9/10 7

ブッシュ＆サン デヴィズ（ウィルトシァ） WI 4/16-7/23 8

Ｆ・Ｅ・ウォード商会 ダーリントン（ダラム州） NE 4/21-5/2 6

Ａ・ウィバー エクセター EPG 4/25-6/19 40

グラント・ブラザース エクセター、トーキー EPG 4/28-10/9 56

同 上 エクセター、トーキー ＷＴ 8/28-10/9 7

同 上 エクセター、トーキー EFP 9/2-9/16 3

セントラル・アーケイド ヘイスティングス HLO 5/9-5/30 4

Ｃ・キャントロー ワイト島 IWO 5/23-7/11 8

ジャーマン＆ボックス ランドポート（ポーツマス） IWO 8/1-10/31 13

シヴェット・キャット バース BCW 4/2-7/23 18

バース玩具店 バース BCW 6/30-9/3 5

Ｅ・Ｆ・コリンズ バース BCW 12/17 1

ボウンズ・アーチェリー店 レミントン LSC 6/13-9/12 14

クレマーズ ロンドン MP 6/15-7/7 19

Ｒ・Ｗ・ビンガム ブリストル WDP 6/23-8/31 56

Ｇ・Ｈ・サンソム サマセット WG 7/24-10/23 13

〔スコットランド〕

Ｒ・コリー アバディーン AJ 5/6, 8/5 2

ジオ・キャット アバディーン AJ 8/12 1

〔アイルランド〕

ジョン・ローレンス ダブリン FJ 6/29-8/29 6

ロビンソン＆サンズ ダブリン FJ 12/19 1
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表４　1874 年における「バドミントン」の広告主一覧



1)   3/31    Birmingham Daily Post , Birmingham, p.6
2)   4/11    Buckingham Advertiser and Free Press, Buckinghamshire, p.2
3)   4/11    Bury Free Press, Suffolk, p.6
4)   4/11    Tamworth Herald, Staffordshire, p.2
5)   4/11    Alnwick Mercury, Northumberland, p.2
6)   4/11    Hemel Hempstead Gazette and West Herts Advertiser, Hertfordshire, p.2
7)   4/25    The Graphic, London, p.5
8)   5/4      Morning Post, London, p.4
9)   5/26    London Evening Standard, London, p.2
10) 6/1      Morning Post, London, p.4
11) 6/2      Pall Mall Gazette, London, p.12
12) 7/16    London Evening Standard, London, p.6
13) 7/20    Dundee Courier, Angus (Scotland), p.3
14) 7/21    Dundee Courier, Angus (Scotland), p.6
15) 7/26    Reynolds's Newspaper, London, p.5
16) 8/1      Hemel Hempstead Gazette and West Herts Advertiser, Hertfordshire, p.5
17) 8/4      Bury and Norwich Post, Suffolk, p.8
18) 8/8      Reading Mercury, Reading, p.4
19) 8/24    Shetland Times, Shetland (Scotland), p.2
20) 8/31    Morning Post, London, p.6
21) 9/3      Yorkshire Post and Leeds Intelligencer, West Yorkshire, p.3
22) 9/5      The Graphic, London, p.15
23) 9/5      Sheffield Daily Telegraph, Sheffield, p.7
24) 9/7      London Evening Standard, London, p.6
25) 9/8      Bury and Norwich Post, Suffolk, p.8
26) 9/12    Grantham Journal, Grantham, p.8
27) 9/12    Reading Mercury, Reading, p.4
28) 9/19    The Graphic, London, p.14
29) 9/21    Sunderland Daily Echo and Shipping Gazette, Tyne and Wear, p.3
30) 9/21    Yorkshire Post and Leeds Intelligencer, West Yorkshire, p.3
31) 10/17  Pall Mall Gazette, London, p.7
32) 12/26  Preston Chronicle, Preston, p.5
33) 12/26  Lancaster Gazette, Lancashire p.8
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表５　1874 年における「バドミントン」に関する記事の掲載紙一覧

図８．「インドにおける新ゲーム、バドミントン」
出典：The Graphic, 4/25, 1874, p.13.



サイド間で行われる（played between opposite sides）。互い

のサイドは横に張られた一枚のネットによって仕切られ

ている。ネットはプレイヤーが互いの突進 rushing と手に

持つバトルドアでシャトルコックの代わりに相手を打つ

ことを妨げるのに役立ち、その目的に適うものだ。」

　この記事はこれ以外にも、バドミントンのルールに加

え、ゲームの主な特徴を述べている。その一つは、この「新

ゲーム」が「ダイニングルームやホールなどの屋内」でも、

「芝の上や運動場といった屋外」でもプレイできることで

ある。また、これが「ジェントルマンとレディ」が一緒に

できるゲームであることにもふれていた。

　さらに、同記事では、バドミントンの用具が市販されて

いることを紹介し、セットの中身と値段まで紹介してい

る。興味深いのは、もっとも高級な用具セットにはルール

ブックが付いているとの指摘である。この時点で、英国で

は正式なルールは出版されていなかったものの、スポーツ

商である「リリーホワイト」が 1873 年 11 月に CL に掲載

した広告の中で自ら登録したルールについて記載してお

り、そのことを指していたのであろう。ルールについては、

すでに 1873 年 10 月 18 日付の『フィールド』誌にインド

のマレー及びシムラで行われていたルールが掲載されて

いたが、1874 年の広告によると、バーミンガムのスポー

ツ商であるモンフォートが 6月に自らルールを出版してお

り、ロンドンのスポーツ商であるクレマーも同じ月に『バ

ドミントン―それが何であるか、そしていかにプレイする

か―』と題するパンフレットを印刷し、６シリングで販売

するとの広告を出している（図９ｂを参照）。

　同記事は最後にこう締めくくっている。

「新ゲームのルールはまだ権威付けがなされておらず、読

者の何人かはおそらく筆者が記したものよりさらに満足

できるルールを指摘できるかもしれない。筆者としては、

シャトルが飛び出す準備をし、読者の何人かに本当に健康

的な運動、そして男性と女性の両方にとって愉快な遊戯を

紹介できるなら、それで満足することにしよう。バドミン

トンはインドではすでにひじょうに人気が高くなってい

る。」

　バドミントンが英国で「新ゲーム」として宣伝されたこ

とはすでに紹介した広告でも確認したが、このゲームが英

領インドで盛んに行われていたことを記す記事はじつは

それほど多くはなかった。一番詳しい記述を行っているの

は、４月 25 日付の『グラフィック』紙の記事であり、題

名も「インドにおけるバドミントン・ゲーム（The Game 
of Badminton in India）」であった。

　この記事の冒頭でふれられているのもじつはクロッケ

ーとの比較である。

「インドではクロッケーがすっかりバドミントンにとって

代わられ、いたるところでバドミントンの勝ち抜き戦と試

合以外のことを聞くことはなく、老いも若きも等しくその

遊戯に熱を入れている。」

　６月 2日付の『ペルメル・ガゼット』紙に記載された書

評の一部でもやはり「インドのバドミントン」を「クロッ

ケーの人気を脅かすゲームの一つ」とする記述があり、バ

ドミントンの新奇性とクロッケーの衰退を指摘する記事

は 1874 年３月から６月にかけて多く見られた。

　たとえば、４月 11 日付の『バッキンガム・アドヴァタ

イザー・アンド・フリー・プレス』紙（バッキンガムシァ）

の記事は、やはり運動量の少ない「クロッケーがつまらな

い」のに対し、「新ゲーム」である「バドミントン」に流

行の兆しが見られ、それがネットの効用によるものとする

内容の記事を掲載しており、これと同じ内容の記事は同日

の『ベリー・フリー・プレス』紙、『タムワース・ヘラルド』

紙、『アニック・マーキュリー』紙、『ヘメル・ヘムステッド・

ガゼット・アンド・ウェスト・ハーツ・アドヴァタイザー』

紙にも掲載されている。
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図９a．「ザ・オリジナル・シヴェット・キャット（W. and F. C. Mountfort）による広告
出典：Birmingham Daily Post , 6/1, 1874, p.7.

図９b．「ザ・オリジナル・シヴェット・キャット（W. and F. C. Mountfort）による広告
出典：Birmingham Daily Post, 6/12, 1874, p.1.



図 10　「フランス商会」による “スファイリスティケ” の広告
出典：Sheffield Daily Telegraph, 4/25, 1874, p.7.

図 11．「フランス商会」と「クレマーズ」による広告
出典：Morning Post, 6/15, 1874, p.11.

図 12．「リリーホワイト」による広告
出典：Cheltenham Looker-On,9/19,1874,p.1.
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４　結論

　1874 年の終わりまでにはローン・テニス、バドミントン、

そして恒久的な人工スケートリンクを新しい流行として

紹介する記事が見られ（MP, 8/31, p.6；PC, 12/26, p.5; LC, 
12/26, p.8）、バドミントンとローン・テニスがいわば共存

していた様子も示唆される。したがって、1874 年の段階

では、英国本国において「バドミントンがクロッケーにと

って代わった」とは言えず、「ローン・テニスが『国民的

な娯楽』となる」との指摘もまだこの時点では憶測を超え

るものではなかっただろう（図 10 ～ 12 を参照）。とはい

え、この年にバドミントンとローン・テニスが女性も参加

可能な「屋外ゲーム」の選択肢を広げたことは事実だった

と思われる。その主たる要因はゲームの「新奇性」、「女性

の参加」、「活発さ」にあり、その背景には英国でのレジャ

ー活動の社会的広がりと関連業者の積極的な宣伝活動が

あったといえる。またバドミントンは、わずか１年とはい

え、ローン・テニスに先駆けて登場した有力な「新ゲーム」

だったといえよう。
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